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という⾔葉がある。先人に学ぶ。ある資料には、 
江⼾時代は、道中⼿形や関所など、庶⺠は容易に旅ができなかったと、考えがちだが 

実際は、庶民も旅を楽しんだようで「旅行用心集」のような 

旅の手引書や各地の名所図会、「東海道中膝栗毛」のような、旅をテーマにした 

読本等の版本が流行。（下図は、⼤井宿・阿⽊川の⼤井橋の欄⼲にて画像記録） 

 

 

 

 

 

当時、浮世絵の世界でも、菱川師宣の画帖形式の「東海道⽂間絵図」以降、 

喜多川歌麿、広重の師・歌川豊広等が⼿がけ、 

特に葛飾北斎は、七種類の東海道物を描いており、これらはいずれも、 

風景よりも、道中の旅人の姿に重点が置かれている由。 

そのような中で、葛飾北斎の「富嶽三十六景」と、 

喜多川広重の「東海道五十三次之内」が、名所絵の代表作となっているとのこと。 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜	
 

⼤井宿、宿泊の朝、⼈⽬も構わず、早朝から、⼤井橋の欄⼲を写真⽇誌、画像記録したもの。 

おしゃれでなく、最初は恥ずかしかったものの、声をかけていただく⼈もあり、 

無我夢中になっていたように思う。すべて画像記録。思い出に残る楽しい時間だった。 

 

 

   

 

 

 


